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元気で暮らしていくために
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生活支援体制整備事業　第2層　『栗原市地域支え合い花山地区情報誌』
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　この『栗原市地域支え合い情報誌』は、これまで何気なく行われてきた地域の
支え合い活動を紹介すると共に地域づくりにつなげていくものです。

第１回 『栗原市地域支え合い花山地区推進会議』開催される‼
　去る８月31日（金）、石楠花センターにおいて、いち早く、花山地区の法人・企業・医療機関、
地域福祉活動に関係する団体１８機関の参画を得て、第１回「栗原市地域支え合い花山推進会
議」が開催されました。栗原市役所職員を講師に招き、生活支援体制整備事業の研修を行い、要
綱（案）の承認、会長・副会長の選任が行われました。会長には、大場徳幸氏、副会長には佐々
木次男氏と千葉妙子氏が選任されました。今後推進会議では、花山地区で誰もが安心して暮らし
続けられるための話し合いを行う予定にしています。

推進会議の様子

１．栗原市社会福祉協議会花山支部
２．社会福祉法人豊和会　
３．一般社団法人はなやまネットワーク
４．栗っこ農業協同組合花山支店　
５．花山地区行政区長会
６．花山地区民生委員児童委員協議会
７．花山郵便局
８．花山地区老人クラブ連合会
９．花山地区ボランティア連絡協議会

10．一迫・花山地域包括支援センター
11．花山小学校協働教育推進委員会
12．花山地区婦人会
13．栗原地区更生保護女性会花山分区
14．花山地区食生活改善推進委員連絡協議会
15．花山地区生活改善クラブ
16．栗原市立花山診療所
17．㈲花山造園緑化建設
18．築館警察署花山駐在所

※推進会議の構成団体は、次のとおりです。

　市役所介護福祉課から講師を招き
生活支援体制整備事業の「協議体」
の研修を行いました。



　子どもから高齢者まで参加し
ての避難訓練。
　今年は、岩手・宮城内陸地震
から10年を数え、いろいろな負
傷者を想定して安心安全に搬送
できるか、いつもより緊張した
訓練となりました。災害時は緊
急車両が到着するまでの時間が
重要です。日頃から、地域の方々がつながっていることが、地域を守ります。

　生活支援コーディネーターとして、半年が過ぎようとしています。
　隣近所で自然に行われている「見守り」「お茶っこ会」「ちょっとし
たお手伝い」など、地域には、支え合いの活動が沢山ありました。
　これからも「おたがいさま」の活動を教えてください‼
　どんなお宝が発見できるか楽しみです‼

こんにちは！
花山地区 生活支援コーディネーターの 菅原謙二 です。

『あつまり』から『支えあい』へ

　みんなが作った得意の炊き込みご飯や果物、
お茶菓子を持ち寄り、久しぶりに会った友達
と、話し語りをするお茶っこ会です。これか
ら料理教室もできますね！

とにかくみんなで集まり、
笑うことが大切ですね‼

「持ち寄り お茶っこ会」発見

花山地区の 　　 を紹介！ 花山地区の 　　 を紹介！ 

生活支援コーディネーターが見つけた

お宝お宝お宝

（宿地区）
地域のネットワークが必要不可欠‼ 

「地域」は
 「地域」で守る！！
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